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−2010年は事業部制最初の1年でしたが、今振り
返ってみて、その成果はどのようなものでしたか？
永田　正直、うまくできたことと実現がまだまだ先のこ
とがありますね。総括すると、事業部制にしたことで
企画から運営が一元化して、課題がはっきり見えた
というのが最大の成果です。今後、どうすべきかとい
うことがかなり見えてきました。
−3オープンをどういった形にするのが最終的な目
標なのですか。
永田　これまでは、ナショナルオープンにふさわしい
立派な競技会にするという目標を追いかけていまし
た。もちろんそれは大切なことですから持続するので
すが、もうひとつ、イベントとしても最高のものにしたい
という目標を掲げています。つまりギャラリーがすばら
しい一日を過ごせるイベントにするということです。そ
れで全英オープン、全米オープンに次ぐ世界第三の
ナショナルオープンにしたいという明確な夢を持った
のです。その舞台を整えるという大きな目標ですね。
これはJGAにとっては大きな変化のひとつです。
−その目標の第一歩となったのが2010年というこ
とですね。では、すでに実現したことを具体的に教え
てください。
永田　ギャラリーにいかに会場に足を運んでもらい、
一日楽しんでもらうか。さらにホスピタリティーとマー
チャンダイジングの充実。これらをパッケージ化してイ
ベントとして成立させる方向でスタートさせることがで
きました。特に2009年からすでに始めていたグッズ

−それはオープンのステイタスをスポンサーと共有
するということでしょうか。
永田　そうです。そのためにはステイタスを高める必
要があります。
−もう少し具体的に説明してください。
永田　例えば、ホスピタリティーテント。本来なら試合
がよく見える最高の場所にあるのですから、素晴らし
い価値のあるものなはずです。実際、全米オープン
などでは、たくさんのドネーション（寄付）をしていただ
いた方やプレミアムメンバー、あるいは高いチケットを
購入していただいた方などに対するサービスが行わ
れているのです。それだけの価値があるということを
アピールしたい。もちろん、スポンサーが自分のお客さ
んに、ホスピタリティーテントを使えるチケットを贈るの
も結構です。ただ、その価値を高めて、それだけのも
のだということをわかっていただけるようにすることが
今後の課題です。
−あとひとつは？
永田　これは最大の課題でもあるのですが、開催
コースの基準作りが大切です。
−コースの基準作り？これまでとは違うのですか。
永田　今まではコースレイアウト、セッティングなどに
おいてナショナルオープンとして大切なものを追及し
てきたのですが、（これから契約する）2014年以降は、
これに加えてイベントとしての価値も追求しなくては
なりません。つまりギャラリーのことを考えてコースを
決めるということです。
−オープン開催コースにとってはハードルが上がる
のですか。
永田　新たに策定されたこの基準によって、ギャラ
リー対策も含めコース決定が大会の行方の80％は
左右するようになるでしょう。もちろん天候や試合展
開などの不確定要素は残りますが。
−ギャラリー対策も含めて、ですか。
永田　そうです。厳しい基準なのですべての条件を
満たすのは大変です。正直、これをすべて満たした
コースでしか試合を開催しないと言ったら、日本では
8つくらいのコースでしかできなくなってしまうでしょう。
ですから、決してすべての条件を満たさなければ開
催コースにならないということではなく、基準をもとに
足りない部分を明確にして、対策を立てようということ
です。

販売などのマーチャンダイジングは、お客さんが求め
やすいラインナップが整い、前年比の2倍、売ることが
できました。残念ながら今年は2009年より少しギャラ
リー数が減ってしまったのですが、それでもジャパン
オープンブランドというものが少しずつできてきたこと
がこれでわかります。来年はさらに今年の2倍の売り
上げを期待しています。また、ホスピタリティーという
点で初の試みとなったJGAカフェも好評でした。もち
ろんお金との相談にはなりますが、こういうちょっとし
たことの積み上げがギャラリーの満足度を向上させ
ることになると思います。
−ゆくゆくは3オープンでしっかりと収益を上げられ
るようにしなくてはなりませんね。
永田　そうです。世界第三のナショナルオープンに
なることができれば絶対、収益があがる事業になるこ
とができると思っています。そのためには課題が4つ
あります。1つはみんなが目標としてそういうマインド
を持つこと。次に与えられた予算配分の中でやるだ
けではなく、収益を上げながら、大会をよくしようとす
る意識改革をすること。3つ目にはスポンサーさんの
あり方を考え直してもらうこと。セールスポイントを変
えていかなくてはなりません。今まではプロアマ大会
を行ったり、スポンサー名を看板にすることなどだけ
だったのですが、これからは、もっと違う形の価値を
見出していただくようにしたい。一緒に試合の価値を
上げるサポートをして頂くことに理解をしていただけ
るようにすることを考えなくてはなりません。
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JGAの改革の目玉でもある3オープン競技事業部。
その実施1年目でもある2010年は、
チャンピオンズディナーの開催や、JGAカフェの営業など、
様々な新しい試みが行われた。それをすべて取り仕切る
3オープン競技事業部の責任者、永田常務理事が、
成果を振り返り、今後の展望を語った。

特集1

本年度オープン選手権を振り返って
永田事業部長インタビュー

永田 圭司
常務理事

3オープン競技事業部 事業部長

3オープンでグッズ販売を行ったＪＧＡオフィシャルショップの様子

今年初の試みとなったJGAカフェの模様



−今年は3オープンでチャンピオンズディナーも行
いましたね。
永田　日本オープンは9名、女子オープンは11名、シ
ニアオープンは5名が出席してくれました。例えばマ
スターズに優勝するとグリーンジャケット（コート）が
贈られますが、あれには、メンバーしかもっていない
ジャケットをもらうことでメンバーしか入れない部屋で
行われる（翌年以降の）チャンピオンズディナーに出
られるというステイタスもあるのです。賞金というお
金以上に、オープンチャンピオンというステイタスを具
体的に意識するいい機会になったのではないでしょう
か。毎年、チャンピオンズディナーを行うことで、オープ
ンチャンピオンであるということをずっと意識していた
だけますから。意見交換も活発でした。
−どんな意見が出たのですか。
永田　色々ですが、一番うれしかったのは、選手側
からチャンピオンズディナーの幹事会を作って今後
協力してくれるというお話が出たことです。
−これまでのお話をうかがうと、大きな改革が粛々
と進んでいることがわかりますね。
永田　今 年JGAが果たすべき使 命もより明 確に
なっていくでしょう。そのためには組織として変質し
ないと、成り立っていきません。1000万人と言われ
る日本のゴルファーたちに向けてゴルフ場全体の
発展のため活動するには、きちんと財務体制を確
立しなくてははなりません。
−2016年には五輪の実施競技にもなります。
永田　その前に2014年には日本で世界アマが開催
されます。そういうスポーツとしての責任もあるので、
まさにJGAは変わらざるを得ない。そういった意味で
も、これは大きなチャンスなのです。

−100点ではないコースでも開催できるのですか。
永田　はい。条件を明記したことで問題点が見えや
すくなってきたのです。100点でなければならないと
いうことではなく、足りない部分があれば他で補うよう
にするということです。それでイベントとしての価値が
高まるように。
−なるほど。そうなるとコース選定は本当に大変ですね。
永田　それが鍵になります。例えば、練習場でトップ
プレーヤーが打っているのを見たいというギャラリー
みんなを満足させるために、大勢が見られる練習
場を設ける。また、コースマネジメントに影響が少な
いようなら、観戦に邪魔な樹木を切るなどということ
も、コース側の理解や協力をお願いしなければなり
ません。
−観戦する人に優しいイベントになりますね。
永田　幸い、今は男女ともに若手のいい選手も増え
てきて、2016年（ゴルフが実施競技になるリオデジャネ
イロ）五輪に向けて追い風が吹いています。そんなと
きだからこそ、こうしたことをきちっと形にする必要が
あるのです。コースだけでなく、すべてのセッティング
も含めて5年間で積み上げる仕事になるので、ディレ
クター制を敷いた専門集団でなくてはならないでしょ
う。このあたりも2011年から稼動していきます。

部会長 ： 相馬　和胤
委　員 ： 小倉　　正
 熊谷信太郎
任　務 ：
オープン開催コースの選
定方針・基準の策定、開催
コースの選定など

事業部長 ： 永田　圭司　　副事業部長 ： 相馬　和胤

チーフ ： 泉　　憲一
ディレクター ： 佐野　文範
 内藤　正幸
 溝口まち子
アドバイザー ： 日比野忠行
任　務 ：
コースセッティングに関す
るコースへの指示とその
確認など

部会長 ： 延原　和良
委　員 ： 相田　　昇
 小倉　　正
 熊谷信太郎
 村津　敬介
任　務 ：
予算・経費の総合管理、
スポンサー契約、PR計画
など

部会長 ： 野村　　惇
任　務 ：
競技の進行管理、ルーリ
ング対応など

チーフ ： 戸張　　捷
サブチーフ ： 塩田　　良

日本オープンディレクター
日本女子オープンディレクター
日本シニアオープンディレクター

日本オープン競技運営委員長
野村　惇

日本女子オープン競技運営委員長
溝口まち子

日本シニアオープン競技運営委員長
野村　惇

任　務 ：
プロアマを含めた大会全
体の企画運営、ギャラリー
対策など

コース政策部会 コースセッティング
ディレクター企画部会 競技運営部会トーナメント

ディレクター

３オープン競技事業部

３オープンに関する責任の所在を明確にし、さらなる円滑な運営に努めるために、昨年発足した
「３オープン競技企画プロジェクト」を「３オープン競技事業部」とし、各部会を設置することとした。
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歴代優勝者の方々の栄誉を末永く讃えるため、
3オープンで開催されたチャンピオンズディナー
（�左：日本オープン、右上：日本女子オープン、�
右下：日本シニアオープン）

トッププレーヤーの練習方法等が見る事が出来るトーナメントの練習場（日本オープン）

歴代優勝者たちの栄誉を讃えて

Champions Dinner

平成22年12月15日現在



男子は53歳の松崎昇がネット69.1（グロス77）女子は
30歳の宮坂月子が71.2（グロス78）で優勝した。
　この大会ならではの結果が顕著に出たのはBクラ
ス。男女ともに最年長、最年少の出場者はこちらに
出場している。特に女子の部では、小学生の参加も
あったことから、ファミリーでプレーしているような組も
あったが、そこは真剣勝負。男子はハンディキャップ
27.8、31歳の加納和也が66.1（グロス92）で、女子は
11歳の岩永菜美が67.8（グロス84）で優勝し、注目を
集めた。
　男子Bクラス優勝者の加納は現在、4歳の娘さん
がいることから「いつか親子で出たいですね。（J-sys
で）ハンディキャップが取れるようになったので、門戸
が広がっていいですね」と、話した。この大会だから
こそ、そんな夢も広がる。

の競技に「いろいろな人と話せて楽しかった。私より
年上の人は色々な経験を積んでるから、マナーとか
でも勉強になる」と、大会のよさを口にした。最年少
出場の栗原は「スタートはいつもと違う感じだった。で
もいつも（のジュニアの大会）より、今日のほうが集中
してできた」と、笑顔をのぞかせた。
　Bクラスで優勝した岩永は「いつもより静かな空気
でとっても緊張しました。優勝スピーチするんですか？
どうしよう」と、戸惑いをのぞかせた。だが、プレーぶり
はハンディキャップ16.2でグロス84を叩き出す堂 と々
したもので、上達が著しいことを実感させた。
　来年の宝塚ゴルフ倶楽部で開催される第2回大
会も、今大会同様幅広い年齢層の参加を期待した
いところだ。

様々な年代の男女集結はゴルフならでは

　男子は14歳から79歳まで、女子は9歳から77歳ま
での選手が全国から集まった第1回JGA杯J-sysゴ
ルフ選手権。老若男女すべてが同じフィールドで楽し
めるというゴルフのよさをそのまま形にしたような大会
となった。
　各地区競技を勝ち抜いた精鋭は、男子がハンディ
キャップ12.4まで、女子は15.4までがAクラス。各々そ
れ以上の者はBクラスで激突。初めての全国大会と
いうこともあり、同じ年代の競技やクラブ競技、地区の
大会という慣れ親しんだ環境とは違う緊張感漂う中
でスタートしていった。
　会場の相模カンツリー倶楽部は晴天微風の絶好
のコンディション。さすがにAクラスは好スコアが続出。

女子はジュニアが大活躍！

　プロの世界でもトップアマの世界でもジュニア世代
の台頭が著しい女子のゴルフだが、アンダーハンディ
キャップ選手権でも、その予備軍とも言うべきジュニア
たちの活躍が目立った。
　出場したのは、最年少9歳の栗原愛、Bクラス優勝
の岩永を始めとする4人の小学生と、Aクラスで2位
となった中学3年生の佐々木和奈（ネット71.9、グロス
77）の5人。同世代との試合ではない慣れない雰囲
気に戸惑いながらも、元気いっぱいにプレーした。
　「全国大会は初めて」と言いながら「ここは地元より
広いから70台は出るだろうし勝てるかな、と思ったの
に」と悔しそうな表情を見せた佐々木は、大人たちと
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JGAが始めて主催するアンダーハンディキャップ競技、JGA杯J-sysゴルフ選手権。記念すべき第1回大会は、
12月1日、相模カンツリー倶楽部で行われ、9歳から79歳までの様々なゴルファーが集結した。

特集2

JGA杯 J-sys ゴルフ選手権

順位 氏名 ＋/− Net Hdcp Gross
1 松﨑　　昇 −2.9 69.1 7.9 77（37,40）
2 竹田　光男 −1.9 70.1 7.9 78（39,39）
3 中村　友樹 −1.4 70.6 6.4 77（38,39）
4 古谷　栄一 −1.2 70.8 5.2 76（35,41）
5 井戸　　明 −1.1 70.9 11.1 82（40,42）

順位 氏名 ＋/− Net Hdcp Gross
1 宮坂　月子 −0.8 71.2 6.8 78（41,37）
2 佐々木和奈 −0.1 71.9 5.1 77（38,39）
3 中西絵里奈 ＋3.2 75.2 2.8 78（41,37）
4 町田まゆみ ＋3.5 75.5 14.5 90（48,42）
5 泉亭　恵美 ＋3.7 75.7 10.3 86（42,44）

順位 氏名 ＋/− Net Hdcp Gross
1 加納　和也 −5.9 66.1 27.9 94（47,47）
2 酒井　成柱 −4.9 67.1 25.9 93（45,48）
3 田村　　潔 −4 68 23 91（44,47）
4 加藤　明生 −3.8 68.2 12.8 81（40,41）
5 出口　　清 −1.1 70.9 18.1 89（44,45）

順位 氏名 ＋/− Net Hdcp Gross
1 岩永　菜実 −4.2 67.8 16.2 84（41,43）
2 大熊　好子 −2.8 69.2 17.8 87（44,43）
3 我部　順子 −2.7 69.3 17.7 87（46,41）
4 栗原　　愛 −2 70 21 91（48,43）
5 光本　智子 −1.1 70.9 18.1 89（44,45）

女子 Aクラス

女子 Bクラス

男子 Aクラス

男子 Bクラス

各クラス優勝者と成績

選手を讃える安西会長

会場となった相模カンツリー倶楽部



From JGA

　ゴルフ場利用税廃止運動推進本部（小宮山義孝
本部長）は、全国で署名運動を展開するとともに陳
情活動を継続してきた。その甲斐あって超党派による

「スポーツゴルフ確立のための議員連盟」が設立さ
れ、11月16日にはゴルフ関連16団体が参加して第1
回総会が行われた。
　総会においては、「2016年よりオリンピック実施競技
に採用され、ゴルフが真のスポーツであることを世界
が認知した。そのステータスを確立するため、超党派
の議員連盟を設立した」と報告され、主な目的として、
次のものを挙げている。

●スポーツゴルフを確立する。
●青少年のゴルフマナーの向上を図る。
● 世界に誇れるゴルフプレイヤーの育成をバッ

クアップする。
● スポーツゴルフの趣旨にあたらないゴルフ場利用

税を撤廃する。
● 実情に合わない国家公務員倫理規定のゴルフ規定

を修正する。

　ゴルフ団体を代表して安西JGA会長がゴルフ界の
現状を説明。要望書を提出した。続いて小宮山本部
長から山岡会長に署名簿が手渡され、ゴルファーの悲
願であるゴルフ場利用税の完全廃止を訴えた。
　議員連盟には、山岡賢次会長（民主）や衛藤征士
郎名誉会長（無所属）を始めとする各党の面々が名
を連ねており、メンバーは11月16日現在、衆院58名、
参院13名の計71名となっている。

　野球をしてもサッカーをしても、水泳をしても、もちろ
んジョギングをしても税金なんかかからない。それなの
になぜか、ゴルフだけはプレーするたびに税金がかか
る。その理由は遠い昔に贅沢だと判断されたから、と
いう理不尽なもの。だが、それがすっかり当たり前にな
り、自治体にとってその税収がなくてはならないものに
なったために未だにそれが続いている。それがゴルフ
場利用税だ。
　ご存知の通り、ゴルフ関連団体が一致団結して平
成10年から14年にかけて署名運動を実施し、ゴル
ファーの皆様から延べ840万人以上の署名を集め陳
情活動を行った。その結果、平成15年の税制改正に
おいて非課税措置創設により一部非課税（18歳未満、
70歳以上、障害者、国体のゴルフ競技、学校の教育
活動として行う場合など）が実現した。しかし、多くのゴ
ルファーは未だにゴルフ場利用税を課せられている。
　「ゴルファーの悲願」であるゴルフ場利用税の完全
廃止を実現するために、今年再びゴルフ場利用税廃
止署名運動を7月1日から9月30日までの3ヶ月間にわ
たって実施し、全国で134万6009名（11月30日確定報
告）の署名を集めた。
　都道府県別に見ると、全国有数の160のゴルフ
場を持つ兵庫県の署名数が群を抜いて多く、20万
5692名。57のゴルフ場がある福岡県が10万8706名
でこれに続いた。
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ゴルフ場利用税廃止運動について
ゴルフ界の振興を目指し、超党派による「スポーツゴルフ確立のための議員連盟」が設立
2016年には五輪実施競技に返り咲くゴル�フ。老若男女が一緒に楽しめる素晴らしいスポーツだが、日本ではプレー
するのに税金がかかる唯一のスポーツでもある。こんな理不尽なことは許せない。スポーツとしてのあるべき地位を
確立させようと、日本のゴルフ界の動きが活性化している。その動きを追った。

 ゴルフ市場活性化委員会 報告
ゴルフ市場活性化委員会をご存知だろうか。「始め
よう、続けよう、もっとゴルフを」をスローガンに、業
界内5団体が一丸となって動いている。その動きを
のぞいてみよう。
ゴルフ市 場 活 性 化 委 員 会（ 以 下GMAC＝Golf 
Market Activity Committee）は、JGAを始め、
日本ゴルフ場事業協会、日本パブリックゴルフ協会、
日本ゴルフ用品協会、全日本ゴルフ練習場連盟が連
携し、各団体の持つ機能を融合させ、新たなゴルフ
の需要創造と健全成長に向けて、先のスローガンの
下に2004年11月に活動を開始した団体だ。
1000万人とも言われるゴルフ人口を持ち、世界で
2番目のゴルフ場数を誇る日本。だが、残念ながら
1990年以降、ゴルフ人口は減少の一途をたどって
いる。この現状を踏まえて活動しようとしているのが
GMACで、具体的な活動内容は表のとおりだ。

さらに対策となると、①始めようゴルフをでは、スクランブルゴルフ
の普及や、初心者のコースデビュープログラムなどが挙げられる。
②続けようゴルフをでは、高齢化によるゴルフ離れを避けるための
大会運営などが行われてきた。③もっとゴルフをで、ミドルエイジの
ゴルフ離れ防止を掲げ、団体戦などでゴルフへの興味をつなぎとめ
ている。④新たな価値創出によるゴルフの普及には特に注目だ。生
活習慣病の蔓延が叫ばれる中、ゴルフによる予防を提唱。健康維持
のために既存ゴルファーだけでなく、その家族や友人、知人にもゴル
フを勧めるように働きかけているのだ。これはウォーキングゴルフと
して、歩数ハンディをつけた大会を行ったり、トーナメント会場での
チャリティイベントとしてギャラリーウォーキングに景品を出したり
することもある。つまり、見るゴルフ、自分でプレーするゴルフの双方
から健康を促進しようと言う試みだ。

その一方で、ゴルフ業界に対して市場活性化セミナーも定期的に開催。メ
ディアを通じてのPR活動と両輪で「メタボ（リック症候群）とゴルフ」「健康産
業としてのゴルフ」「2015年問題」などのキーワードを挙げて、問題提起を促
している。
肝心なのは、最初に記したようにGMACがゴ
ルフ場、練習場、用品メーカーが連携して動い
ている点だ。ゴルフの底辺拡大や発展のために
は、ひとつの団体や企業だけではどうにもなら
ない。そう考えて立ち上げられたGMACの動き
に注目し、これを支えていくことが日本のゴルフ
を素晴らしい方向に導くことになるはずだ。

ゴルフ市場活性化委員会の活動目的

①始めようゴルフを
●女性ゴルファーの開拓とゴルフ参加率の向上
●ジュニア層のゴルフへの参加推進と参加率の向上
● ゴルフ無関心層への新しいゴルフの魅力創造による
ゴルフへの関心の喚起

②続けようゴルフを
●既存シニアゴルファー層のゴルフ離れの防止

③もっとゴルフを
● 既存ミドルゴルファー層のゴルフ飽きの阻止と熱中化

④ゴルフの新たな価値創出によるゴルフの普及
〜生活習慣病予防対策としてのゴルフ　




